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2020．８ 福祉情報 ＩＮＣＬＵ 
生きづらさに寄り添う、市民とともに 

Inclusive（インクルーシブ） 
「包み込む、共生」からとっており、一人ひとりの違いを認め、尊重し合い、 

支え合って地域でともに暮らしていこう、という意味を込めています。 

今治市社会福祉協議会 

ボランティアセンター 
 

ｔｅｌ 0898-22-6063 

fax 0898-34-6915 

-第３号- 

 

高齢者や障がいのある方と「マイ避難計画」を立てよう！ 

キーワード：＃分散避難  ＃垂直避難  ＃マイ避難場所  ＃マイサポーター  

 新型コロナ感染拡大の恐れがある中、多くの人が避難所に避難することを避け、分散避難が求められま

す。また、避難したくても、避難所まで自力で行くことが難しい方、慣れない環境で過ごすことが難しい

Caring 
～支え合い～ 

 そのような中、今治市吉海町の田浦地区では、一昨年の豪雨災害の体験を教訓に新たな支え合いの輪

が広がっています。それは、住民同士で声を掛け合い、「みんなで避難をするということ」です。 

 九州地方などに大きな被害をもたらした先月の「令和２年７月豪雨災害」、今治市で

も警戒レベル３に相当する「避難準備・高齢者等避難開始」が多くの地区で発令され、

一昨年の苦い記憶が思い出されました。 

方と一緒に「早めに避難」し、天候が落ち着くまで共

に過ごします。昼夜を問わず、一晩を共に過ごすこと

もしばしばありました。 

それらの活動に呼応して、行政や社協の職員が避難

所に出向き、住民の方と積極的に言葉を交わしなが

ら、気持ちに寄り添い、不安を取り除けるよう声かけ

などの支援を行っています。これが「私たちみんな」

で見つけた教訓からの「災害にも強いまちづくり」へ

のヒントではないかと思っています。 

 一昨年、田浦地区では、土砂崩れで道路が寸断され、指定の

避難所にも避難することができず、住民同士での炊き出しや避

難誘導、瓦礫の撤去などできる限りのことを行い、助け合いま

した。しかし、それと同時に、避難行動に時間がかかる方々が

避難所へ避難し公的な支援を受けることが難しくなる可能性

がある地域だということも同時に学びました。それからは、緊

急の防災情報が発令されると民生委員さんや地区のお世話を

してくれる方などの協力を得ながら、不安や恐怖を感じている 

教訓を生かして、逃げ遅れ「０」の地区へ！ 

方もいます。避難が遅れ、危険が迫る状況の場合は、垂直避難する必要がありま

す。身近に家族がいない場合は、あらかじめご近所の方にサポートをお願いして

みましょう。 

 「いつ」「誰と」「どこに」「どのように」避難するのかといった避難行動を

時系列にそって、あらかじめ整理した自分自身の避難計画「マイ避難計画」づく

りを家族、ご近所、地域ぐるみで取り組みましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉情報ＩＮＣＬＵ 

〈編集・発行〉 今治市社会福祉協議会地域福祉課（地域福祉係） 

〒794-0043 今治市南宝来町１丁目９－８ 今治市総合福祉センター内 

TEL0898-22-6063   ＦＡＸ 0898-34-6915 

新しい日常により、生活リズムや学習面、大人については雇用状況の悪化など、環境の変化 

に適応することに不安や悩みを持ちやすい発達障がい者。今治市内には、発達障がいを伴う方 

とその保護者などが寄り添いながら、交流したり、支え合える場があります。 

愛媛県「三浦保」愛基金助成事業     福祉情報ＩＮＣＬＵ-第３号-   生きづらさに寄り添う、市民とともに 

 Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

未来（あした）のためにプロジェクト 

～今治希望の燈（ともしび）～ 
 

 新型コロナ感染拡大の影響で、自粛生活を強いられるな

ど、困惑や閉塞感が広がる今、子どもたちからの希望のメ

ッセージで、明るい未来が待っているということを市民に

発信しようと今治青年会議所が企画しました。 

 市内の小学６年生・中学３年生・高校３年生が作成した

「未来への希望」のハンカチが、今治城のお堀の周りには

ためきます。ぜひ、機会があればご覧ください。 
 

期間：８月１０日（月）～９月４日（金） 
 

 

※詳しくは、今治青年会議所公式 web ページ 

 をご覧ください。 

今治市社会福祉協議会ボランティアセンターも、「シトラスリボン運動」の趣旨に賛同し、この運動を広げます。 

生きづらさを抱える方々に心を寄せるご意見や活動を募集しています。 

発達障がい～コロナ禍で見えてきた‘悩み’を共有しませんか～ 

対 象：自閉症を中心としたコミュニケーションが 

    苦手な子どもと親 
 

連絡先：０９０－５２７３－０９３６（菅） 

 

対 象：発達障がいなどの特性をもっている子ども 

の家族 

連絡先：imabaricolors.ml＠gmail.com 

対 象：自閉症児・者及びその保護者 

連絡先：０９０－７６２２－３２７４（井上） 

対 象：自閉症児と兄弟児（小学生～高校生）と 

    その保護者・支援者 
 

連絡先：０８９８－５５－８３４１ちが、前向

今治自閉症協会 

星の子クラブ 

常にお母さんたちが前向きでいられる、そして子ど

もたちに余裕をもってパワーを向けられる会とし

て、おばあちゃんになっても、皆で集まろうね、とい

うのが今の私たちの目標となっています。 

常に悩みや喜びを分かり合える仲間がいます。  

★上部団体に日本自閉症協会、愛媛県自閉症協会 

 があります。 

★母団体の今治自閉症児・者親の会は昭和５３年 

 から活動しています。 

いまばりカラーズ 

子育ての悩みを相談し合いましょう。同世代や先輩

の保護者さんの話が聞けます。心と体が元気になる

リフレッシュ活動や学校・支援・就職などの情報交換

ができます。 

平成２５年に子育てサークルから、NPO法人に移行

しました。子どもたちの状況に合わせ、無理なく楽 

しめる活動をしています。子育てから就労支援・ 生

活支援まで皆で支え合っていきたいと思います。 

ぽこあぽこ・はぁと 


